
201９年４月１８日（木） 第３学年 学年通信《第３号》                文責：清水寛也 

学年目標『高め合い・つながる学年にしよう！』 

  

修学旅行 
５月２９日（水）１日目 

時間 行程 イメージ 

０６：３０ 

０７：１２ 

０９：４０頃 

１０：１０ 

１２：４５ 

１３：３０ 

１６：００ 

１７：３０頃 

 

新大阪駅に集合 

「のぞみ」で新大阪を出発 

博多駅に到着 

バスで移動 

昼食 

佐賀県鹿島市 ガタリンピック体験 

バス移動 

長崎県長崎市 稲佐山観光ホテル（泊） 

クラスレクレーション 

 

 

５月３０日（木）２日目 

０８：１５ 

０８：４５ 

１２：００頃 

１３：００頃 

１３：１０ 

１５：３０ 

１７：００ 

バスで移動 

平和学習（原爆資料館・爆心地など） 

和泉屋で昼食 

バスで移動 

班別行動（グラバー園・出島・オランダ坂など） 

バスで移動 

クラス分宿（小浜温泉） 

クラスミーティング  

５月３１日（金）３日目 

０７：４５ 

０８：３０ 

１１：１０ 

１１：５０ 

１２：３０ 

１５：１５ 

１６：３７ 

１８：５４ 

バスで移動 

ペーロン体験 

バス移動 

大村湾 PA で昼食 

バス移動 

小倉駅に到着 

「のぞみ」で小倉駅を出発 

新大阪駅に到着 解散 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な持ち物（変更することもあります） ※特に修学旅行のために新しく購入する物はありません。 

□ 小バック  服装は夏服の制服です！ 

①しおり ②筆記用具 ③水筒 ④タオル ⑤雨具（レインコートまたは折り畳み傘） 

⑥学校用水着 ⑦T シャツ（ガタリンピックで着用） ⑧夏用体操服 ⑨学校のジャージ 

⑩財布（金額は未定） ⑪常備薬（例：酔い止めの薬など） 

■ 大バック ※５月２７日（月）に学校に持って来て、事前に宿舎に輸送します。 

①宿舎用の服（後日、詳細を説明します） ②着替え（下着など） ③洗面用具 

④タオル ⑤バスタオル 

☆ 検討中の物 ①ドライヤー ②カメラ ③おやつ ④トランプなど  

 

ガタリンピック体験（予定） 

・潟上綱引き：潟の中で綱引きをしながら、ぬかるんでいく楽しみが味わえます。 

・潟スキー競争：ガタスキーという伝統漁具で干潟をすべってもらいます。 

 

長崎原爆資料館 国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館（恐ろしい原爆の事実を伝える資料館） 

 再現された被爆直後の長崎の街の惨状、原爆の傷跡が深く残った遺物の数々・・・。たくさんの展

示資料が、核兵器の脅威や戦争の悲惨さ、そして平和の尊さを強く訴えかけます。 

 

大浦天主堂 （ステンドグラスが美しい現存する日本最古のゴシック様式の教会） 

 国宝にも指定されている大浦天主堂は、正式には日本二十六聖殉教者天主堂といって、１５９７年

に殉教した日本二十六聖人に捧げられてもの。「長崎の教会群とキリスト関連遺産」の構成資産の１

つとして、平成２８年の世界文化遺産に登録されていました。 

 

ペーロンの由来 

長崎のペーロン競漕のルーツは中国に始まります。中国の戦国時代の政治家が、政治の不正と墜落

を嘆いて川に身を投げ、地元の人が船を出して助けようとしたのが、ドラゴンボートの始まりで、そ

の政治家の遺体が魚に食い荒らされないよう、ドラや太鼓をたたいて魚を遠ざけたのが原型といわれ

ています。 

 

糸でんわ 

新しいクラスになって約１０日が過ぎ、新しい班になり、日常の授業もスタートしました。３

年生になってから、８時２５分には、シ～ンとした中で「朝の読書」に取り組めています。今の

雰囲気を３月まで続けられるように、「全員でやる！」ことを忘れないようにしましょう。 

また、明日から家庭訪問期間に入り、それが終わると部活発会式があり、１０連休になりま

す。そして、５月は中間テストがあり、その１週間後には修学旅行があります。行程は大きな変

更はありませんが、持ち物については参考程度に見ておきましょう。全員が協力し、時には我慢

も必要な時もあるかもしれませんが、全員の良い思い出になる修学旅行にしましょう。 

 

 

 


